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１ はじめに

① 剣道との出会い

② 民間会社時代 昭和49年～

③ 教員時代
笠岡工高（昭和49年～昭和58年）
津山工高（昭和58年～

※子供たちは次世代の日本を背負って
くれる宝である。



２ 子供たちの実態

① 暴力行為

単位:件

全 国 岡 山 県

小学校 中学校 小学校 中学校

平成18年度 3,803 30,564

平成26年度 11,472 35,683 222 717

平成27年度 17,137 33,121 301 615

平成28年度 22,847 30,148 381 536

平成18年の岡山県の件数は不明



平成26年 平成27年 平成28年

小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校

対教師 2,151 6,086 2,941 4,787 3,628 3,891

生徒間 7,118 20,467 11,395 20,114 15,811 19,324

対 人 205 949 326 804 326 784

器物破損 1,998 8,181 2,475 7,416 3,082 6,149

合 計 11,472 35,683 17,137 33,121 22,847 30,148

平成26年（岡山県） 平成27年（岡山県） 平成28年（岡山県）

小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校

対教師 50 188 47 171 79 111

生徒間 132 391 220 363 242 290

対 人 3 23 5 7 0 17

器物破損 37 115 29 74 40 118

合 計 222 717 301 615 381 536

②ｰ２ 暴力行為の内訳（対教師、生徒間、対人、器物破損）



② いじめ

内 容

○冷やかしやからかい。

○仲間はずれ、集団による無視。

○金品をたかられる。

○ぶつかられたり、叩かれたりする。

○金品を隠されたり、壊されたりする。

○いやなこと、恥ずかしいこと、危険なことをされたり
させられたりする。

○パソコンや携帯で誹謗、中傷をされる。

○その他

２ 子供たちの実態（２）



②ｰ２ いじめ（件数）

単位:件

２ 子供たちの実態（２）

全 国 岡 山 県

小学校 中学校 計 小学校 中学校 計

平成18年度 60,897 51,310 112,207

平成27年度 151,190 59,422 210,612 641 493 1,134

平成28年度 237,921 71,309 309,230 1,246 653 1,899

平成18年度の岡山県の件数は不明



③ 自殺

小学校 2名（H18） 4名（H25） 7名（H26）
4年生2名 6年生2名 計4名（H27）
5年生2名 6年生4名 計6名（H28）

中学校 41名（H18） 63名（H25 ） 54名（H26）

１年生 ２年生 ３年生 計

27年度
男 ７ １３ １４ ３４

女 ３ ９ １０ ２２

計 １０ ２２ ２４ ５６

28年度
男 ７ １１ ２３ ４１

女 ５ １２ １１ ２８

計 １２ ２３ ３４ ６９ 単位:人

※ いじめによる自殺も毎年何名かは含まれている



④ 忍耐力がない。 我慢できない。 すぐ切れる。

⑤ 七・五・三現象

○学卒ご就職した者の内、3年以内に離職する人の割合

中卒者・高卒者・大卒者の割合を表している
このことが言われて久しいが、比率の変化は多少あるものの
本質的には変わっていない。



⑥ 学卒3年以内の離職状況
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イ 大学卒業生（全国の状況）
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⑦ 現在の就職状況

求人数 求職者数 求人倍率 就職者 決定率

29年8月 50,868 29,758 1.79 2,497 8.4%

28年度 51,044 30,004 1.70 2.829 9.4%

24年度 40,775 37,541 1.09 3,275 8.7%

一般求人（正社員を含む）

求人数 求職者数 求人倍率 就職者 決定率

29年8月 23,396 19,387 1.21 1,265 6.5%

28年度 22,952 19,823 1.16 1,342 6.8%

29年度 17,308 26,924 0.64 1,544 5.7%

正社員（一般求人の中に含む）



３ 剣道は

① 剣道の理念（平成50年3月制定）

『剣の理法の修練による人間形成の道である』

人間形成＝正しい人間となること
正しい人間とは普通の人間。普通の人間とは

○挨拶がきちんと出来、正しい言葉遣いが出来ること。

○常に相手の立場に立って物事が考えられること
（思いやりの心を持つこと）。

○善悪の判断ができる。

○物事に一生懸命取り組めること。

○友や親を大切にすること。



② 中国の儒教の教え

中国の儒教の教えの中に「五輪・五常の道」を諭した

ものがある。これは人間関係・人の生きる道を説いた

ものである

剣道袴の５本の襞、竹刀の五つの節は、この五輪・五常を

諭したものと言われている。



袴の襞の名称（５つの襞）

仁

義

礼

智

信



竹刀の節の名称（５つの節）

信 仁

義礼智



※五常；人が守るべきもの（仁、義、礼、智、信）

○仁（仁義・真実・誠）：思いやりの心を持つこと。

○義（義理・筋）：正しい行いをすること。

○礼（礼儀）：尊敬、敬う心を持つこと。つまり、豊かな心を
示すこと。

○智（知徳）：正しい判断をすること。

○信（信頼）：周りの人から信頼されること。

一般的には五常の徳といわれ人間のありたい
姿を説いており、まさしく「剣道の理念の」「人間形成」

そのものでである。



※五輪；基本的な人間関係を規律するもの
（君臣の義、父子の親、夫婦の別、長幼の序、朋友の信）

○君臣の義：君主と臣下は互いに慈しみの心で結ばれなくて
はならない。

○父子の親：父と子は親愛の情を持っていること。

○夫婦の別：夫婦は互いの役割を持つ。

○長幼の序：年少者は年長者を敬い、従うこと。

○朋友の信：友は互いに信頼の情で結ばれなくてはならない
（信じあうこと）。

※五輪の方は私の知恵として心に収めているだけである。



４ 剣道指導（子供たちに対して）

① 当初は元立ち要因ぐらいに思って参加。

② 多くの子供たちの実態を見て、誰かが、いつかは、
どこかで、人間として生きる道を教えるべき。

③ 剣道の理念は様々な人間として歩むべき道を示して
いる。

④ 剣道の技を教えるのと同時、あるいはそれ以前に
人間の歩むべき道を剣道を通して教えたい。

⑤ 小さな一石を投ずるのであるが、大きな輪となり
広がってくれることをねがっている。



５ 津山剣道教室

① 多くの文武両道に優れた人材を生み出した津山地域の
伝統ある剣道界。

② 昭和41年創設（他の地域に類を見ない特異な少年指導の体系）
※先達の諸先生方が、今後の子供たちの健全育成は剣道を
通してと子供たちの指導を始めた。

③ 最初、１教室であったが、会員が増え、分離しつつ教室数は
増え続け最大16教室となったが、少子化や他の競技の普及が
影響し、現在は13教室である。



④ 会員数の推移

年 度 会 員 数 備 考 年 度 会 員 数 備 考

昭和59年度 ５５０ ３年生以上 平成20年度 １８３ ２年生以上

昭和60年度 ４３６ 同上 平成26年度 128（最低） 同上

平成元年度 ４５４ ２年生以上 平成28年度 １４８ 同上

平成10年度 ２３８ 同上 平成29年度 １４８ 同上

・「少子化」「他のスポーツとの競合」等で剣道人口はずいぶん減った。

・自分のバックボーンは常に剣道であった。終焉に近い自分の人生であるが
剣道をやってよかった。その思いを子供たちに伝えたい。

・ニュース報道を見て心が痛む。常に子供たちの健やかな成長を望みたい。

・いつまでも子供たちと一緒に歩み続けたい。

『すべて剣道をとおして』



お わ り

ご清聴ありがとうございました


